職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
車載・産業機器向け半導体メーカーで◯年間、車載SoCのデジタル回路設計を担当しています。SystemVerilogによるRTL設計を起点に、論理合成、STA、DFT挿入までを一貫して受け持ち、◯nmプロセスの担当ブロック（約◯万ゲート規模）ではSDC制約の作成からクリティカルパスの改善まで対応しました。機能検証チームとのバグ解析の窓口も務め、アサーションと波形の確認結果をRTL修正に反映する手順を定着させています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：車載・産業機器向け半導体を開発する半導体メーカー（従業員約◯名）。車載SoCの設計部門に所属
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：デジタル回路設計
【担当業務】
・車載SoC向けデジタル回路のRTL設計（SystemVerilog、担当ブロック約◯万ゲート規模）
・Design Compilerによる論理合成とSDC制約の作成・見直し
・PrimeTimeによるSTA実施、タイミング違反の原因解析とRTL・制約修正
・DFT設計（スキャンチェーン挿入、BIST設定）とテストカバレッジの改善対応
【実績】
・担当ブロックのSTAで残っていたセットアップ違反◯件を、パスの分類後にパイプライン分割と制約修正で解消し、テープアウト日程を維持しました。
・スキャンチェーン構成とテストポイントの配置を見直し、担当ブロックのテストカバレッジを◯%から◯%へ改善しました。


■活かせる経験・知識・スキル
・RTL設計（Verilog・SystemVerilog）、FSM設計・パイプライン設計
・論理合成（Design Compiler・Genus）とSDC制約記述
・STA（PrimeTime）によるタイミング解析、クロックゲーティングを含む低電力設計の検討
・DFT設計（スキャン挿入・BIST）、FPGAでの実機検証（Vivado・Quartus）
■資格
・TOEIC ◯点（20XX年X月取得）
■自己PR
私の強みは、タイミング違反の原因をRTL記述と制約の両面から切り分けて対処できることです。担当ブロックでセットアップ違反が残った際、STAレポートからパスを分類し、パイプライン段の追加で対応するパスと制約の記述誤りを修正するパスを分けて処理し、違反◯件を解消して予定日程でのテープアウトにつなげました。貴社でも、合成・STA結果を設計初期から確認しながら、タイミングと消費電力の双方を意識したRTLを書くことで、後工程での手戻りを抑えることに貢献したいと考えています。
以上
